西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和7年3月25日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・書記：熊谷舞華
	松沢
	金谷
	平山
	松橋
	田村
	熊谷
	榊
	前田
	柳田
	山口

	○
	休
	〇
	準
	○
	〇
	深
	〇
	外来
	○

	田端
	佐々木
	小原
	福士
	工藤
	荒木田
	加賀
	秋元
	久保
	

	準
	留守
	○
	休
	休
	半日
	深
	業務
	○
	


＜病棟連絡事項＞
・ホール、ミーティングルームの蛍光灯切れを依頼済みです。
＜患者様連絡事項＞
・竹原　千晴様～服薬カレンダー届いています。外泊から帰院時、家族様へ領収書渡して下さい。
・鈴木　知子様～市民受診へ行かれ帰院されています。

・田島　博文様～4/1～オムツプラン➀加入となります。病棟から貸し出し分の尿取りパット20枚程は後日返却予定です。
・小笠原　芳明様～任意切り替えについて妻様へ確認していますが、息子様と相談したいと返答あります。明日、相談結果を連絡頂く事となっています。
・小田　沙也加様～スマホ使用について主治医より許可あります。母様へも確認し許可頂いています。

・竹林　幹彦様～3/27～ジャヌビア、メトグルコ(250)2T　１日2回朝・夕追加処方となります。
・中田　弘子様～4/14 14:00～障害区分認定調査となります。

・鹿原　一様3/31　14:00～モニター面会予定。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～拒薬、拒食なく日課取り組まれています。迷惑行為や不穏さもありません。引き続き精神症状観察、トラブルないよう適宜介入をしていきましょう。
・畑山　幸子様～背中が暑いと訴えはなりますが他訴え無く依存的言動もありません。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・榊　正博様～服薬も声掛け要し、表情の冴えなさ続いています。自発的な訴えが少ない為スタッフから声掛けし気分変動に注意していきましょう。
・藤井　理代様～日中で、高笑いや拍手を突然始めたり気分高揚さ目立っています。他者トラブルないよう行動に注意して観察していきましょう。
・豊田　健世様～動作緩慢さはありますが、車椅子自操し作業へも参加できています。
朝食後、トイレで少量の嘔吐ありました。身体不調注意し適宜介助していきましょう。
・夏坂　禎様～日課への拒否はないですが、日中は気分変動著明でスタッフの後をついて回ることがあります。昨日はvdsの拒薬ありました。引き続き精神症状の観察を行い、主治医へ情報提供していきましょう。
・山本　久美子様～怒り口調の独語あり。主治医へ適宜情報提供し主治医来棟時は診察依頼をしていきましょう。
・川口　八寿子様～特定男性スタッフへお触りしたい発言あります。逸脱行為ないよう観察していきましょう。
徐々に南病棟の平行棒使用しリハビリしていく予定です。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・鈴木　達也様～食ムラあり2/3から1/2程度で摂取はされている事、日中落ち着かず連日頓用服用している事、祖父母の事がきになり母様に電話してみようかといった言動が聞かれていた事、
スマホ使用希望があり母様も許可されている事を情報提供行っている。診察時は主治医からの問いに小声ではあるがはっきり受け答えされ、気分は大丈夫と話されている。
スマホ使用に関しては、例えば、“夜間預かりの際に、一日の使用状況(課金しなかった等)に関し報告する事”等約束事を受け持ちスタッフとも相談し、それで良ければ使用許可との事。
本人へは受け持ちスタッフと相談してからの使用許可となる事を説明行っている。処方変更なし。
・野坂　翔様～3/20から転入後、私物に関しての話し掛けあるが執拗さない事、一時的ではあるが遠くから詰所を見ておりスタッフが視線を向けると隠れるといった行動があった事、食事摂取され夜間良眠されている事、便秘傾向にある事、ベイブレードを使用したいと希望が聞かれている事を情報提供行っている。診察時は落ち着いて話され、便秘に関してはIFオーダーのピコの服用で対応して行くとの事。
ベイブレードに関しては、使用しない環境に慣れてもらいたいとの説明で渋々納得はされている。
処方変更なし。

・畑山　幸子様～3/18から転入後、確認行為や体調不良の訴えや夜間中途覚醒があり頓用服用している事、日中も不安や不満訴えにて一度頓用服用している事を情報提供行っている。診察時は、背部のほてりがある事や、周りが気になり落ち着かないといった言動が聞かれている。
薬剤調整にて、ミルタザピン(15)2Ｔ→1Ｔに減量、ロフラゼプ(1)1Ｔ1×寝る前が追加となり、他継続処方となる。
・小泉　裕子様～時折にやつきあるが日課に支障ない事、食事は2/3程摂取され夜間は良眠されている事を情報提供行っている。
診察時は食事の味噌汁に生理や尿が入っている等の妄想言動聞かれている。薬剤調整にて、アリピプラゾール(24)1T　1×夕→1×朝へ変更となり他継続処方となる。
・高柳　和子様～易怒性目立ち、他患者様のジュースを奪おうとしたりチェストをあさったりした敬意があった事、空腹感が強く大声出したり地団太を踏んだりといた行動が目立つこと食事は摂取され夜間良眠されている事を情報提供行っている。診察時は主治医からの問いに小声で返答され落ち着いている。薬剤調整にて、ヒルナミン(5)4T　2×朝・夕食後が追加となり他継続処方となる。

・田端　香織様～確認行為変わらず、食事も一度拒食があった事夜間は良眠されている事、本日面談予定である事を情報提供行っている。
診察時は外出に関しての確認行為あり、感染対策を十分に行い、人混みは避け、食事も個室があるような所ならいいのではないかと説明を受けている。また身体の痒みがまだ続いているとの事で、薬剤変更あり、タベジール→フェキソフェナジン錠(60)2T2×朝・夕へ変更あり他継続処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・豊田　建世様～右腹部～腰部の帯状疱疹痕診察して頂く。患部にゲーベンクリーム塗布後、ガーゼ保護するよう指示あり。現在、疼痛や掻痒感ないとのことであるが、もし左記の症状発現時には来週の診察日でなくても土井Ｄｒへ連絡しても良いとの事。
・成田　賀枝様～フェキソフェナジン同処方。
・福井　宏様～両上肢の掻痕著明で同前処置。
フェキソフェナジン同処方の他にプレドニゾロン（5）2T　朝夕食後で7日分処方頂く。


・高柳　和子様～後頚部の掻痕にはデルモゾ―ル塗布+ガーゼ貼付するよう指示あり。フェキソフェナジン継続処方あり。
・小田　沙也加様～両母趾の肥厚爪カットして頂く。
テルビナフィン外用液処方いただく。
・野坂　翔様～特変なし。同前処置継続。
＜倫理カンファレンス＞
・事例①： オムツを装着している患者様から「おしっこが出たから交換お願いします」と部屋からスタッフコールがあった。夜勤中の服薬介助等でバタバタしており、「少し待っていてください」と声掛け服薬介助終了後その事を忘れており長時間待たせてしまっていた。
・もやもや：不快感等もあるため早く交換してあげたい気持ちはあったが、優先順位を後回しにしてしまったこと、長時間待たせてしまった事にモヤモヤした。
・倫理指針：人格の陶冶に該当。
→関係性がある程度築けていた患者様であり、待たせてしまっても
大丈夫であろうといった馴れ馴れしさがあったのかもしれない。
・事例②： 患者様が退院したい、させてくれと言われた状況で主治医からの許可がまだおりていなかったり、退院先の準備が整っていない事からまだ退院出来ないと説明した際、納得されず一方的に言いがかりをつけられた事があった。
・もやもや： 何度も説明を行うが納得されず自身もイライラし口調があらくなってしまったり、もう関わりたくないといった陰性感情をもってしまった。
・倫理指針：知る権利　自律　自己決定の尊重に該当。
　　　　　　→何か進展があった場合など都度説明したり、退院出来ない理由を視点を変え詳しく説明していく必要があった。また自身の感情コントールの必要性があった。 
＜業務改善検討＞

・持参薬がバラバラな時は気付いた時に揃えて欲しい。

→転入時に確認・処方処置版作成（西病棟verへ作成し直す）

※日中で処方処置版作成や残数確認できない際は、後回しにならないように情報共有を。
